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根羽村

地域面積 8,997ha

うち森林 8,546ha

人　⼝ 789人

世帯数 391世帯

茶臼山
(1,415m)

矢作川
延長118km・流域⾯積1,830k㎡
生活⽤水供給区域の人⼝約138万人
製造品出荷額約30.5兆円

根羽村の地勢・概況



明治用水土地改良区 (水を使うものは⾃ら水をつくれ）

矢作川水源の森分収育林⇒⽮作川水源の森「環境育林協定」締結

アイシングループ「森林（もり）の里親契約」

矢作川流域圏懇談会による多様な課題の情報共有・意見交換

信州大学農学部との連携協定に基づく下流域との交流・相互発展

根羽村における流域連携

矢作川沿岸水質保全対策協議会設立＝「流域は一つ運命共同体」



一次産業
（森づくり）

森林(FM)認証
低コスト林業

根羽村の全世帯が山持ち

  流域圏・
都市部との
    共生

二次産業
（ものづくり）

流通加工（ＣｏＣ）認証
ＪＡＳ認証工場

木材のカスケード利用

三次産業
（木づかい利用）

建築・家具・木の糸
エネルギー・木育・健康
暮らしへの浸透

トータル林業の確立

持続可能な地域づくり

根羽村：トータル林業による持続可能な地域づくり
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源流の森の管理者として
今、何をするか



長野県との連携



nebaneプロジェクト



過疎地域の課題を解決するために

地域外の協力をどのように募れるか

従来の問い

→主語が“地域の課題”



人口減少

社会情勢の急速な変化

過疎地域の衰退
経済成長の限界



全国の地域がすべて残る可能性は限りなく低い

（どこかで取捨選択が起きる？）



地域が取捨選択される時代が来るリスクを見越して

社会から「選ばれる地域」になる必要がある

（投資先・共創パートナーとして）

地域が目指すべきポジション



発想の転換（問いの転換）

過疎地域の課題解決のために
どう外部と連携するか → 社会が抱える課題に

過疎地域が

どう価値発揮できるか



問いに対するアプローチ

森林資源の“素材屋”や“半加工食材”の立場として
アプローチをし、共創プロジェクトを通じて

都心部や社会の課題解決を担う

（メインターゲットを流域に設定）





どうすれば、扱いやすくなるか



蒸留加⼯ 木の糸への加⼯

研修や教育としての加工 イベントとしての加工



加工作業を通じて

素材としての幅を持たせることで

共創先の窓口を広げていく











森の加工作業を通じて

素材としての幅を持たせることで

共創先の窓口を広げていく

→約15の企業・大学・自治体等と
　連携をしながら複数プロジェクトが進⾏中



「どう森に還元するか」









バックキャスティングで中長期的に

村全体の森づくりを担う機能を実装予定

（人工林7割の根⽻村の森のリデザイン）



還る
（仕組み）

つくる
（素材）

つかう
（企画）

俯瞰しながら循環させるのが“nebane”の役割
（循環させることで魅力と価値がより高まる）


